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 岐阜市で１０日開かれた演説会では、佐々木憲昭

議員、河江明美比例候補と、鈴木まさのり１区、高

木光弘２区、服部よりよし３区候補が訴えました。 

 佐々木議員は、大企業の膨大な内部留保やソニー

の身勝手な美濃加茂工場閉鎖を批判。消費税に頼ら

ない社会保障の充実と財政再建の方法を語り、「消

費税増税阻止するために日本共産党の躍進を」と訴

えました。 

 河江候補は「高い介護保険料に苦しむお年寄りに

 １２日開かれた愛知の演説会は、会場一杯に集ま

り、熱気にあふれました。市田書記局長が、財界中

心・アメリカいいなりの政治を断ち切れば、どんな

日本になるか、消費税、原発、ＴＰＰ、オスプレイ

などの問題を取り上げて語り、「今度の総選挙で議

席倍増へ、比例東海ブロック２議席獲得を」と訴え

ました。 

《参加者の声》 

●･･･初めて日本共産党の演説会に来ました。自民･

公明･民主議員はオスプレイ配備、消費税増税、原

発再稼動、ＴＰＰ、憲法改悪など重要な問題に対し

ては、国民の声を聞かず、アメリカと経済界のいう

ことしか聞かない。これに対抗するのは日本共産党

しかないと思うのです。 

●･･･河江さんが紹介した朝日茂さんの言葉に涙が

 

 

  

市田書記局長を迎えて２３００

人が集まった愛知の演説会 

でた。すてきな候補者でうれしい（７０代女性） 

●･･･会場一杯につめかけた人達から、そして舞台

上からのメッセージに力をえました（４０代男性） 

●･･･消費税増税に反対している国民６０％なの

に、国民の声を無視して増税をすすめている今の政

治はやっぱりおかしいと思います。国民の声をきち

んと代弁して届けてくださる共産党の議席を増や

して「増税ノー」とはっきりしめしてほしいです（２

０代女性） 

『もう長生きはしたくない』と言わせる世の中は間違

っている」と述べ、「国会に駆け上がり人を大切にす

る政治に変えたい」と訴えました。 

市田書記局長の解明にマスコミ記者も感心 

 市田書記局長は、今度の総選挙は、歴史に逆行する

「汚れきった濁流」と、新しい政治を求める国民の「ひ

とすじの清流」との対決。「維新の会」も破たんずみ

の「アメリカいいなり、財界中心」の古い政治。「第

３極」というのはなく、「２極対決」だとズバリ。 

 取材に来ていたマスコミ記者も「そういう見方はし

ていなかった。新鮮でした」と感心していたそうです。 


